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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

黒
崎
伸
子
氏
（
国
境
な
き
医
師
団
会
長
・
外
科
医
）

会
費　

無
料

定
員　

１
０
０
人

国
境
な
き
医
師
団
黒
崎
伸
子
先
生
が
語
る
い
の
ち
の

話
、
世
界
の
話

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階　

２
０
５
会
議
室　

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

要
介
護
高
齢
者
の
訪
問
歯
科
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場　

 

国
立
文
楽
劇
場
（
地
下
鉄
「
日
本
橋
」
駅
７
号
出
口

か
ら
徒
歩
１
分
）

演
目　

「
金
太
郎
の
大
ぐ
も
退
治
」「
赤
い
陣
羽
織
」

会
費　

 

大
人
３
８
０
０
円
、
学
生
２
千
円
、
18
歳
以
下
１
５

０
０
円

※
終
了
後
、
桐
竹
勘
十
郎
さ
ん
の
舞
台
裏
見
学
を
行
い
ま
す

親
子
文
楽
を
楽
し
む
会

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

末
瀬
一
彦
氏
（
一
社
・
日
本
デ
ジ
タ
ル
歯
科
学
会
理

事
長
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

保
険
治
療
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
審
美
的
歯
冠
修
復
治
療

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
副
団
長
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　
　

定
員　

50
人

税
務
調
査
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と
日
常
の
留
意
点

２
０
１
７
税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
医
科
・
歯
科
共
催
）

日
時　

８
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

鳥
畑
与
一
氏
（
静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

定
員　

１
０
０
人

カ
ジ
ノ
幻
想
〜「
大
阪
経
済
が
成
長
す
る
」と
い
う
嘘

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７　

市
民
公
開
講
座

緊張を無くしたい米中韓

北
朝
鮮「
危
機
」と
安
倍
政
権 

㊦　

政
治
学
者
・
浅
井
基
文
氏
に
聞
く

―
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
一
時

の
チ
キ
ン
レ
ー
ス
的
な
対
応

に
は
変
化
も
見
え
て
き
た
。 

　

米
歴
代
政
権
と
比
較
し
た

場
合
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
特

色
は
、
思
想
が
な
い
と
い
う

点
だ
。
特
に
反
共
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
も
な
い
の
で
、「
独
裁

政
権
」「
共
産
政
権
」
と
い

う
理
由
で
金
正
恩
政
権
の
存

続
を
認
め
な
い
と
い
う
判
断

を
し
な
い
。「
損
得
勘
定
」

で
物
事
を
判
断
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。 

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
要
求
は

朝
鮮
（
北
朝
鮮
）
の
非
核
化

だ
。
５
月
中
旬
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
オ
ス
ロ
で
米
朝
が
非
公

式
に
会
談
を
行
っ
た
。
も
し

朝
鮮
側
が
「
米
国
は
金
政
権

ル
開
発
の
放
棄
を
朝
鮮
に
要

求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。 

　

で
も
金
政
権
か
ら
す
れ

ば
、
簡
単
に
対
米
認
識
を
改

め
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ

れ
が
中
朝
関
係
の
緊
張
の
最

大
原
因
だ
。 

―
―
事
態
が
変
化
す
る
中
、

日
本
政
府
が
求
め
ら
れ
る
対

応
は
？ 

　

２
０
０
２
年
の
平
壌
宣
言

の
ラ
イ
ン
ま
で
立
ち
戻
る
こ

と
だ
。
安
倍
政
権
は
事
あ
る

ご
と
に
「
拉
致
問
題
の
解
決

な
く
し
て
国
交
正
常
化
な

し
」
と
言
う
が
、
こ
れ
が
ま

ず
お
か
し
い
。 

　

平
壌
宣
言
の
中
で
拉
致
問

題
は
「
こ
の
よ
う
な
遺
憾
な

問
題
が
今
後
再
び
生
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
（
北
朝
鮮

は
）
適
切
な
措
置
を
と
る
」

と
い
う
こ
と
で
決
着
し
て
い

る
。
拉
致
被
害
者
の
帰
還
問

題
は
、
国
交
正
常
化
と
は
別

途
の
問
題
と
し
て
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
安
倍
政
権

は
完
全
に
問
題
を
す
り
替
え

て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、「
北
朝
鮮
脅
威

論
」の
呪
縛
を
解
き
、平
壌
宣

言
に
基
づ
く
日
朝
国
交
正
常

化
交
渉
に
誠
意
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
だ
と
世
論
を
喚

起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

韓
国
で
は
文
在
寅
（
ム
ン

・
ジ
ェ
イ
ン
）
新
大
統
領
が

朝
鮮
と
の
対
話
路
線
へ
の
転

換
を
表
明
し
た
。
朝
鮮
側
も

戦
争
が
起
こ
れ
ば
政
権
の
崩

壊
だ
か
ら
絶
対
に
避
け
た
い

し
、
中
国
も
朝
鮮
半
島
の
平

和
と
安
定
を
望
む
点
で
は
同

じ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
損
得

勘
定
で
得
に
な
ら
な
い
戦
争

は
今
や
望
ん
で
い
な
い
。 

　

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
だ
け

は
別
。
朝
鮮
半
島
に
軍
事
的

緊
張
が
続
く
こ
と
を
期
待

し
、
そ
れ
を
奇
貨
と
し
て
憲

法
改
悪
を
進
め
た
い
と
い
う

本
音
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
米
中
韓
が
朝
鮮
と
の
対

話
路
線
に
か
じ
を
切
っ
た

時
、
独
り
日
本
だ
け
が
取
り

残
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な

り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
、
安

倍
政
治
に
引
導
を
渡
す
こ
と

が
早
ま
る
と
い
う
意
味
で
は

客
観
的
に
は
い
い
こ
と
だ

が
、
日
本
が
世
界
的
に
物
笑

い
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
判
断
力
が
問

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。 

（
お
わ
り
）

　

中
朝
関
係
が
過
去
最
悪
に

ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
は
中

質
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
政

権
維
持
と
い
う
こ
と
を
理
解

む
米
国
へ
の
報
復
力
を
持
つ

こ
と
が
朝
鮮
の
核
開
発
の
本

存
続
を
保
障
す
る
」
こ
と
を

見
返
り
と
し
て
、
核
ミ
サ
イ

の
転
覆
を
も
く
ろ
ん
で

い
な
い
」
と
い
う
点
に

確
信
を
持
て
る
な
ら
ば

今
後
、
米
朝
の
直
接
協

議
な
ど
事
態
が
動
く
可

能
性
は
あ
る
。 

―
―
一
方
で
中
国
と
北

朝
鮮
と
の
関
係
は
悪
化

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

国
メ
デ
ィ
ア
も
認
め

て
い
る
。
も
と
も
と

中
国
は
朝
鮮
の
核
開

発
に
反
対
だ
っ
た
。

理
由
の
一
つ
は
日
本

と
韓
国
の
核
武
装
を

招
き
か
ね
な
い
こ

と
。
こ
の
点
は
米
国

の
懸
念
と
一
致
し
て

い
る
。
も
う
一
つ
は

核
汚
染
。
朝
鮮
の
核

実
験
場
は
中
国
と
の

国
境
近
く
わ
ず
か
１

０
０
㌔
弱
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。 

　

し
か
し
中
国
は
、

政
権
転
覆
を
も
く
ろ

し
て
い
た
か
ら
、
強

く
反
対
し
て
こ
な
か

っ
た
。 

　

そ
の
対
応
が
変
化

し
た
最
大
の
理
由
は

ト
ラ
ン
プ
の
対
朝
鮮

政
策
だ
。
金
政
権
の

転
覆
を
目
的
と
は
し

な
い
、
核
を
放
棄
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
だ

と
す
る
対
朝
鮮
政
策

を
ま
と
め
、
米
中
首

脳
会
談
で
持
ち
出
し

た
。
習
近
平
中
国
共

産
党
総
書
記
は
そ
の

政
策
に
可
能
性
を
見

い
だ
し
、「
政
権
の

ミサイル落下時の行動を知らせる
政府広報ＨＰ　　　　　　　　　

315

ラ
グ
ビ
ー
と
〝
楕
縁
〞

中
西　

幹
夫
（
東
大
阪
市
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い
は

物
心
つ
い
た
こ
ろ
。
生
ま
れ

て
す
ぐ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
父
は
大
学
時
代
に

ラ
グ
ビ
ー
部
に
属
し
て
い

た
。
家
の
テ
レ
ビ
で
は
ラ
グ

ビ
ー
番
組
が
あ
る
と
必
ず
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
た
。
東
大
阪
の
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
に
も
小
学
校
入
学
前

後
の
年
齢
で
連
れ
て
行
か
れ

た
。
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
ず
、

父
を
質
問
攻
め
に
し
た
こ
と

を
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い

る
。

　

女
々
し
く
弱
虫
、
肥
満
で

体
育
が
大
の
苦
手
だ
っ
た
幼

少
の
み
ぎ
り
、
し
か
し
「
強

く
な
り
た
い
」「
男
ら
し
く

な
り
た
い
」
と
い
う
願
望
は

持
っ
て
い
た
。
幸
運
な
こ
と

に
進
学
し
た
市
立
中
学
に
は

ラ
グ
ビ
ー
部
が
あ
っ
た
。
絶

対
卒
業
ま
で
辞
め
な
い
と
い

う
熱
意
の
み
で
、
不
良
少
年

中
心
の
荒
く
れ
だ
ら
け
の
ラ

グ
ビ
ー
部
に
入
部
。
そ
し

て
、
こ
の
３
年
が
高
校
で
も

続
き
、
大
学
、
社
会
人
に
至

る
ま
で
続
く
と
は
…
…
。

　

高
校
時
代
に
は
、
元
日
本

ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
重
鎮
で
多

く
の
ラ
ガ
ー
マ
ン
が
師
と
仰

ぐ
監
督
の
指
導
を
受
け
ら
れ

た
。
母
校
の
卒
業
生
に
は
一

流
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
多
く
、
日

本
代
表
に
選
ば
れ
た
後
輩
も

い
る
。
私
の
誇
り
だ
。

　

古
い
伝
統
を
有
す
る
大
阪

歯
科
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で

は
、
さ
ら
に
多
く
の
素
晴
ら

し
い
先
輩
や
後
輩
と
も
出
会

い
、
支
え
合
い
、
自
分
を
高

め
ら
れ
た
。
今
で
も
付
き
合

い
は
続
き
、
私
の
宝
に
な
っ

て
い
る
。

　

卒
業
後
、
ケ
ガ
が
伴
う
ラ

グ
ビ
ー
を
意
識
的
に
避
け
た

時
期
が
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い

か
、
精
神
的
に
病
ん
で
し
ま

っ
た
。
ラ
グ
ビ
ー
が
ス
ト
レ

ス
の
発
散
や
元
気
の
源
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
身
を
も
っ

て
知
り
、
ピ
ッ
チ
か
ら
離
れ

た
こ
と
を
悔
や
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
東
大
阪
で
開
業

し
、
ラ
グ
ビ
ー
と
の
距
離
が

再
び
ぐ
ん
と
近
づ
い
た
。
今

で
は
正
月
は
ほ
ぼ
毎
日
、
全

国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
観
戦
で

「
花
園
」
に
通
い
続
け
て
い

る
。
ラ
グ
ビ
ー
つ
な
が
り
の

集
ま
り
が
あ
れ
ば
出
来
る
だ

け
参
加
し
、
仲
間
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ（
Ｗ
杯
）が
２
０
１
９
年
に

「
花
園
」で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、私
の
胸
は
躍
る
。大

会
の
大
成
功
を
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
運
営
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
東
大
阪
商
工

会
議
所
で
は
、
中
学
時
代
の

チ
ー
ム
メ
ー
ト
が
準
備
に
奔

走
。
Ｗ
杯
の
Ｐ
Ｒ
費
用
を
工

面
す
る
た
め
、「
ラ
グ
ビ
ー
の

ま
ち
東
大
阪
基
金
」
を
設
立

し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
18

年
末
ま
で
に
５
万
円
以
上
寄

付
し
た
人
は
、改
修
後
の「
花

園
」
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

掲
出
し
て
く
れ
る
そ
う
だ
。

　

大
好
き
な
ラ
グ
ビ
ー
が
自

分
を
支
え
、
開
業
地
域
の
活

性
化
に
も
寄
与
す
る
。
ラ
グ

ビ
ー
の
楕
円
球
が
つ
な
ぐ

〝
楕
縁
〞
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
た
い
。


